
UNISEC挑戦賞2019年度
• 教育/国際関連

➢川島レイ（UNISEC）
➢山﨑政彦（日本大学）
➢趙孟佑（九州工業大学）
➢和田豊（千葉工業大学）、堤明正（ヤマトプロテック）
➢坂本祐二（東北大学）
➢桒原聡文（東北大学）

• 衛星関連
➢該当者なし

• ロケット関連
➢該当者なし
➢次年度以降、特に、大気圏突破（高度15km以上の到達）を成し遂げ
た最初のチームに贈賞



UNISEC挑戦賞資料
UNISEC 国際委員会
川島 レイ 委員長

[業績タイトル]

宇宙工学人材育成とその国際展開

[概要]

氏は、UNISEC設立時からUNISECの事務局を担当
し、 UNISECが国内外の宇宙関連の研究者・技術
者や、官庁・企業との関係を構築・拡大し、深めて
いく過程において、常に重要な役割を担い、
UNISECの発展に多大なる貢献をしてきた。また、
UNISECの国際委員長、および、UNISEC Globalの
secretary generalとして、UNISECの国際化を牽引し、
Nano Satellite SymposiumやMission Idea Contest、
UNISEC Global Meetingの継続的開催や、国連の
COPUOSのPermanent ObserverへのUNISEC 
Globalの認定、国際宇宙大学との連携協定締結、
IAA Study Groupでの活動等に貢献してきている。
さらには、日本大学・山﨑助教とともにCLTPの継続
的実施や世界各地でのハンズオン教育プログラム
の実施など、国際的な宇宙教育を展開している。

UNISEC Global Meeting

COPUOS

ISUとの連携協定



UNISEC挑戦賞資料
日本大学理工学部
航空宇宙工学科
山﨑 政彦 助教

[業績タイトル]

宇宙工学学習プログラムの開発と国際的教育活動

[概要]

氏は、超小型衛星モデルHEPTA-Satを用いたハン
ズオン型学習プログラムを開発し、UNISECのCLTP
の開催をはじめ、中高生向けの講習会や企業・宇
宙関係者向けの研修プログラム、海外でのワーク
ショップ、国際宇宙大学での教育プログラム等、
様々な研修・教育活動を実施してきた。そして、今
ではプログラムｊへの参加国は50を超え、参加者も
400名を超えている。さらには、これを事業化し、株
式会社HEPTAを設立予定である。

HEPTA-Sat Workshop

HEPTA-Sat事業化
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九州工業大学 工学研究院
宇宙システム工学研究系
趙 孟佑 教授

[業績タイトル]

超小型衛星技術の高度化と国際宇宙工学教育への
貢献

[概要]

氏は、九州工業大学宇宙環境技術ラボラトリーにお
いて耐宇宙環境技術の研究開発に取り組むと共に、
2010年には超小型衛星試験センターを設立して超
小型人工衛星技術の発展に貢献し、2013年からは
国連との協力の下、国際大学院カリキュラムとして世
界各国からの留学生への宇宙工学の教育と、
CubeSat BIRDSプロジェクトによる実践的なトレーニン
グ活動を実施している。また、近年は国際宇宙工学
コンソーシアム UNISEC-Globalの日本代表として国
内のみならず、世界的に宇宙工学教育分野を牽引し
ている。更に、超小型衛星技術の国際標準化に関す
る活動を通し、工業会へ貢献すると共に、IAA 
(International Academy of Astronautics) のスタディグ
ループのメンバーも務める。

BIRDS プロジェクト

留学生出身国

試験センター超小型衛星
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千葉工業大学工学部
機械電子創成工学科
和田 豊 准教授

ヤマトプロテック株式会社
中央研究所 技術本部技術部
堤 明正 氏

[業績タイトル]

能代宇宙イベントを通した実践的宇宙工学教育への貢献

[概要]

氏らは，秋田県能代市において2005年より毎年開催される能
代宇宙イベントにおいて，実行委員長並びに副実行委員長を
務め，UNISECから参加する多くの研究室並びに学生団体を取
りまとめ，地域との連携の中心役を担い，延べ6000名を超える
学生らに実践的な宇宙工学教育の機会を提供した．平成23年
に開かれた第7回能代宇宙イベントから実施場所を第3鉱さい
堆積場に移し，広大なフィールドにてロケット実験と缶サットロー
バー競技を同一フィールドで実践し参加者と見学者を増加させ
た．平成24年からは学生らに開かれた海に向けてロケットを打
ち上げることが可能な，海打会場を整備し，より高高度なロケッ
ト実験の機会を広く提供し，より高度な宇宙工学教育実践の場
を切り開いた．さらには，地元秋田県や能代市とも深い協力関
係を結び，秋田県の中学生を対象としたロケット打ち上げ競技
会の開催や，地元の宇宙関連イベントである銀河フェスティバ
ルとの同日開催なども行うことで，一般来場者数を増加させるな
ど，一般人への宇宙に対する興味関心を向上させる取り組みを
毎年欠かさずに実施している．

市民ポスター展

イベントポスター

ドローンから投下する缶サット

ロケット海打ち

地元漁協による回収
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東北大学 大学院工学研究科
坂本 祐二 准教授

[業績タイトル]

アジア諸国への超小型地球観測衛星技術の実践的
国際教育、及び超小型衛星コミュニティーのための
国際周波数調整と衛星管制技術発展への貢献

[概要]

氏は、超小型地球観測衛星技術に関する研究開発
に取り組み、SPRITE-SAT、RISING-2、RISESAT等
の複数の超小型衛星プロジェクトを通し、地球観測
技術の向上を実現した。また、それを基にフィリピン
との共同プロジェクトDIWATA-1/2を主導し、日本と
フィリピンとの友好な協力関係構築と、フィリピンの宇
宙開発機関設立に大きく貢献した。また、現在はミャ
ンマーとの超小型地球観測衛星プロジェクトを主導
するなど、更なる技術向上に向けアジア諸国への実
践的な国際教育と若手技術者の育成を牽引してい
る。更に、氏は、超小型衛星に関わる国際周波数調
整において、長年にわたり国内及びUNISEC加盟団
体のとりまとめを務めると共に、衛星管制技術の発展
とコミュニティーの育成において中心的な役割を果
たした。

RISING-2

DIWATA-1

国際超小型衛星プロジェクト

国際周波数調整/衛星管制技術

DIWATA-2RISESAT
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東北大学 大学院工学研究科
桒原 聡文 准教授

[業績タイトル]

超小型衛星技術の発展と宇宙開発利用の裾野拡大
への貢献

[概要]

氏は、超小型人工衛星技術に関する研究開発に取
り組み、超小型宇宙システムによる宇宙開発利用の
高度化に貢献した。国際理学観測衛星RISESATに
おいては、国際プロジェクトを率い、複数の新規理
学観測技術の軌道上実証に成功した。また、ベトナ
ムやフィリピンなどとの共同プロジェクトにおいて国
際宇宙教育に取り組み、人材の育成に貢献した。更
に、氏は株式会社中島田鉄工所、及び株式会社
ALEの技術顧問を務め、超小型人工衛星技術の宇
宙実証と社会実装を促進すると共に、新たな宇宙利
用の試みとして人工流れ星を用いた宇宙エンターテ
インメント事業の実現に尽力し、現在軌道上実証を
遂行している。株式会社中島田鉄工所とは膜展開
式軌道離脱装置(DOM®)を共同開発し、宇宙ゴミ問
題の解決と将来に向けた持続可能な宇宙資源利用
の実現に取り組んでいる。
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